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研究成果の概要（和文）：本研究では、こどもの教育・文化的環境づくりと高齢者の健康増進を目的とした囲碁を活用
した世代間交流プログラム「iGOこち」を開発し、こどもの対人関係能力や高齢者へのイメージに与える影響、高齢者
の認知機能と心理社会的側面に与える影響について検討した。プログラムの内容は、プロ棋士による講義、個人戦、高
齢者とこどもが協力し合う練習問題、チーム戦(ペア碁)などである。調査の結果、こどもは高齢者への尊敬と思いやり
の心を養い、知的活動に消極的な傾向にある高齢者において注意・実行機能が向上する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is the development and implementation of an 
intergenerational program using GO game as well as the multifaceted evaluation of its effects. We 
developed an intergenerational program named “iGO-kochi” with GO game, which aims to create an 
educational and cultural environment for children and health promotion for the elderly. It also aims to 
examine the effects of the program on improving children’s communication ability and cognitive function 
as well as the psychosocial aspects in the elderly. This program consisted of lectures, games (individual 
and team competitions), and exercise (tasks that elderly participants and children were required to 
challenge together). The findings revealed that children improved their respect and compassion for the 
elderly. Furthermore, the program may improve attention, executive function and generativity of the 
elderly.
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１．研究開始当初の背景 

(1) 近年、学校や地域社会などの場で子どもが対人関

係能力を身につける機会が減っているという指摘があ

る(滝,2006)。その問題を解決するための方策として、

地域や学校における世代間交流プログラムの実施に注

目が集まっている(村山,2012)。また、IGPが高齢者の

生活の質、抑うつ状態を改善する可能性が指摘されて

いる(糸井, 2012)。しかしながら、世代間交流プログ

ラムの効果について学術的な評価に耐えうるエビデン

スは少なく、具体的には普及しにくいという指摘があ

り(藤原,2012)、子どもと高齢者に互恵的なコンテンツ

の開発、提供が不可欠である。 

 

(2) 囲碁は日本の歴史と文化に根付いた礼儀を重んじ

るゲームであり、こどもが家族以外の者から礼儀作法

を教えられるという点で社会教育的ツールと考えられ

ている(日本棋院,2012)。また、囲碁は集中力、忍耐力

を向上することから、こどもへの教育的効用が注目さ

れている。しかし、それらの評価は参加者自身やプロ

グラム提供者の経験・印象のみに依拠し、科学的に検

証されていない。 

 

(3) 囲碁は認知症予防など、高齢者の健康増進に有効

であるという指摘があり(金子,2000)、飽きることなく

継続できる生涯学習といえる。IGP として使用したい

ツールとしても、「囲碁・将棋などのボードゲーム」は

特に 80 代以降の高齢者に人気がみられ(高山,2003)、

高齢者のIGP への参加を促進する可能性がある。 

 

２．研究の目的 

囲碁を活用したIGPを開発し、①IGPに用いるツール

としての本プログラムの妥当性、普及可能性 ②子ども

の対人関係能力、礼儀作法等へ与える影響 ③高齢者の

生活の質、心理・認知機能に与える影響を明らかにす

る。 

 

３．研究の方法 

(1)対象者 

こども：平成27年7月より、東京都板橋区内Ａ小学校

の学童保育利用児童に募集のチラシを配布し、参加者

を募集した。 

高齢者： 小学校周辺の自治会にチラシを配布、地域包

括支援センターなど関連施設の掲示板等にポスターを

掲示し、参加者を募集した。 

応募のあった児童の保護者と高齢者に対し事前説明 

会を実施し、研究の主旨と方法、倫理的配慮について

口頭および文書にて説明を行い、同意を得た者を対象

とした。こどもの募集は、2015年8月(前期介入群の講

座開始前)と、2015年12月(後期介入群の講座開始前)

にそれぞれ行った。高齢者は、2015年8月に募集を行

った後、交互法無作為化比較試験（交互法RCT）を用い

前期介入群、後期介入群に振り分けた。 

 

(2)調査時期 

こども：前期介入群の調査として、平成27年9月に第

一回調査(事前)を、12月に第二回調査(事後)を行った。

また後期介入群の調査として、平成27年12 月に第一

回調査(事前)を、平成28年3月に第二回調査(事後)を

行った。  

高齢者：平成27年9月に第一回健康調査(事前)を、平

成27年12月に第二回健康調査（事後1）を行った。後

期介入群の評価として、平成28年3月に第三回健康調

査(事後2)を行った。 

 

(3)介入プログラム 

 週に1回1時間、日本棋院プロ棋士による囲碁入門

教室を前期介入群(2015 年 9 月～12 月)、後期介入群

(2016年1月～3月)にそれぞれ3か月間、計12回ずつ

実施した。カリキュラムは、基本的ルール等の講義、1

対 1 の対局に加え、高齢者とこどもがペアを組み協力

し合う練習問題、チーム戦(高齢者とこども混合のペア

碁)などである。ペアで取り組む練習問題の内容は、詰

碁や棋譜ならべ（お手本通りに碁盤の上に碁石を並べ

る）とした。ペア碁とは、原則として高齢者とこども

でペアを組み、同じチームの高齢者とこどもは碁盤の

同じ側に座り、ペア同士で対局をする際こどもと高齢

者が交互に着手することを示す。 

 

(4)調査項目 

①質問紙による調査(囲碁教室開始直前と直後の計 2

回) 

こども：基本属性(学年、性別)、社会的責任目標尺度、

囲碁教室への満足度、囲碁を継続する意志など。 

高齢者：基本属性(年齢、性別、教育歴)、社会活動性(知

的活動頻度)、抑うつ度(Geriatric Depression 

Scale(GDS)) 、 生 活 の 質 (Life Satisfaction 

Index-K(LSI-K))、ジェネラティヴィティ尺度、囲碁教

室への満足度、囲碁を継続する意志など。 



 

②囲碁教室中の参加者の行動変化に関する観察調査 

世 代 間 交 流 観 察 ス ケ ー ル (Community 

Intergenerational Observation Scale for 

Elders(CIOS-E) and Children(CIOS-C))を用い、囲碁

教室中の参加者の行動の変化を観察した(糸井,2015)。

なお、こどもの観察にはCIOS-Cを、高齢者の観察には

CIOS-Eを使用した。 

③高齢者に対する認知機能・心理的側面への評価臨床 

心理士により対面形式で行う神経心理検査を用い、 

全 般 的 認 知 機 能 (Mini-Mental State 

Examination(MMSE))、注意・集中力(Trail Making 

Test-PartA,B(TMT-A,B)) 、 Wechsler Adult 

Intelligence Scale-Third Edition(WAIS-Ⅲ)(数唱,符

号,記号さがし)、Wecheler Memory Scale(WMS-R)(論理

的記憶)などの調査を行った。 

④囲碁の習熟度テスト 

 囲碁教室第一回目と最終回において、囲碁の習熟度

を測る筆記試験を実施した。 

 

４．研究成果 

(1)参加者の基本属性 

こども25名（男性15名、女性10名／1年生12名、

2年生5名、3年生5名、4年生2名、5年生1名）、高

齢者28名（男性11名、女性17名、平均年齢76.9±

5.7 歳、平均 MMSE 27.2±2.6 点）、であった。なお、

高齢者に関して前期介入群、後期介入群の基本属性(年

齢、教育歴、MMSE)に有意差はみられなかった。 

 

(2)世代間交流プログラムとしての妥当性、普及可能性 

  プログラムの離脱者について、こどもは 0 名であっ

た。高齢者は6名おり、前期介入群で1名(体調不良1

名)、後期介入群で5名(体調不良1名、転居1名、プ

ログラムへの不満1名、他の用事2名)であった。離脱

者を除く参加者の平均出席率は、こども80％、高齢者

85％であった。アンケート結果の平均得点は、プログ

ラムに対する満足度(1点:不満足～5点:満足)において、

こども4.7 点、高齢者4.2 点であった。また、囲碁を

継続する意志(1点:続けたくない～5点:続けたい)にお

いて、こども4.7点、高齢者4.8点と高かった。 

囲碁の習熟度テストの得点について、群と調査時期

を要因とする反復測定分散分析をおこなったところ、

有意な交互作用がみられた(F(1,39)=8.81, p＜0.01)。

単純主効果検定の結果、時期の主効果がみられ両群と

も成績は有意に向上していた。また、事後においては

高齢者とこどもの成績に有意差がみられ

(F(1,39)=9.16, p＜0.01)、こどもの成績が高かった。 

 

(3)こどもの対人関係能力への影響 

 囲碁教室開始前と終了後に実施した質問紙調査より、

社会的責任目標尺度の結果について対応のある t 検定

を用いて分析したところ、1,2年生の低学年の参加者に

おいて、社会的責任尺度の下位尺度である「向社会的

目標」の得点が有意に向上する傾向にあった。 

一方、囲碁教室実施中の行動の変化を評価するため

に、プログラムの時期を前期（第1回目～第3回目）、

中期（第4回目～第8回目）、後期（第9回目～第11

回目）の3つに分割し、時期を独立変数、CIOS-Cの得

点を従属変数とする反復測定分散分析を行った。（なお、

後期介入群はインフルエンザ流行に伴う学級閉鎖など

の理由でプログラムの構成を変更した都合上、分析に

は前期群の調査結果のみを用いた。）分析の結果、

CIOS-Cの第Ⅱ因子＜尊重＞において時期の主効果に有

意傾向がみられ、得点がプログラム後半で向上してい

た(p<0.1)。＜尊重＞とは、こどもの高齢者への尊重や

思いやりを養い、主体的に起こす行動と考えを示して

おり、実際にプログラム後半にかけてこどもが、高齢

者が石を置きやすいように座る位置を移動する、高齢

者のペースに合わせる、こどもから高齢者にあいさつ

をするなど、プログラム前半にはみられなかった行動

がみられた。こどもが高齢者を尊敬し教わる行動と考

えを表す＜継承＞に関しては、得点が向上したものの

有意差はみられなかった。なお、CIOS-Eに関しては、

有意な介入効果はみられなかった。 

 

(3)高齢者の心理認知機能への影響 

認知機能：2015年12月の健康調査(事後1)における各

調査項目について群と調査時期を要因とする分散分析

を行ったところ、認知機能への有意な介入効果はみら

れなかった。しかし、前期介入群の TMT-B の成績にお

いて、成績が向上した群（向上群,n=6名）はそうでな

い群（非向上群,n=8名）と比して知的活動頻度が低か

った（向上群平均18.5±3.9点、非向上群平均23.1±

3.1点, p<0.05）。また、前期介入群、後期介入群それ

ぞれの囲碁教室開始直前と終了後の認知機能検査(前

期介入群の事前、事後1の結果／後期介入群の事後1、

事後2の結果)の得点について対応のあるt検定を行っ

た結果、WMS-R(直後再生、遅延再生)の得点に有意差が

みられ(p<0.01)、WAIS-Ⅲ(数唱(逆唱)、符号)でも有意



 

傾向ではあるが(p<0.1)成績が向上した。 

心理社会的側面：2015年12月の健康調査(事後1)にお

ける各調査項目について群と調査時期を要因とする分

散分析を行ったところ、ジェネラティヴィティ尺度に

有意傾向ではあるが交互作用がみられた

(F(1,23 )=4.015, p<0.1)。また、下位尺度である自己

成長感において、有意に交互作用がみられた

（F(1,23)=5.653, p<0.05）。   

また、囲碁教室開始直前と終了後の質問紙調査の得 

点について対応のあるt検定を行った結果、WHO- 

5精神的健康感の得点が有意に向上した。(p<0.05) 
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